
水戸市立見川小学校いじめ防止基本方針（令和５年４月１日改定） 

 

１ いじめの防止等の対策に関する基本理念 

 

 笑顔にあふれ，安心して生活できる学校を目指して！ 

  み みんなで話し合い 

  と ともに勇気をもち 

  し 信頼し合える仲間づくり 

 

 

２ 基本的な考え方  

 (1) 見川小学校いじめ防止基本方針策定の目的 

本基本方針は，児童に対するいじめに係る基本理念を定め，学校，保護者，地域住民，関連

機関等の責務及び役割を明らかにするとともに，いじめの防止及び解決を図るための基本と

なる事項を定めることにより，児童が心豊かで安心・安全な生活を送ることができること，

いじめのない社会の実現を目指すことを目的とする。 

 

 (2) いじめの定義 

「いじめとは，児童生徒に対して，当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該学

校児童生徒と一定の人的関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行

為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって，当該行為の対象となった児童

生徒が心身の苦痛を感じているものをいう。 

                         ［いじめ防止対策推進法第２条第１項］ 

＜心理的な影響を与える行為＞ 

     ・冷やかしやからかい，悪口や脅し文句，イヤなことを言われる。 

     ・仲間はずれや集団による無視をされる。  

       ・イヤなことや恥ずかしいこと，危険なことをさせられる。 

       ・インターネットや携帯電話で誹謗中傷やイヤなことをされる。 

    ＜物理的な影響を与える行為＞ 

    ・ぶつかられたり，叩かれたり，蹴られたりする。金品をたかられる。 

    ・金品を隠されたり，盗まれたり，壊されたり，捨てられたりする。 

 

（3） いじめの基本認識 

① いじめはどの児童にも，どの学校にも起こりうるものである。 

② いじめは人権侵害であり，人として決して許される行為ではない。 

③ いじめは大人には気づきにくいところで行われることが多く発見しにくい。 

④ いじめはいじめられる側にも問題があるという見方は間違っている。 

⑤ いじめはその行為の態様により暴行，恐喝，強要等の刑罰法規に抵触する。 

⑥ いじめは学校，家庭，地域社会などすべての関係者がそれぞれの役割を果たし，一体とな

って取り組むべき問題である。 

 



 (4) いじめ防止等の対策に関する基本理念    

学校，教職員，保護者，地域住民等が，いじめ防止に向けた共通認識を図り，連携して，児

童とともに取り組むことが大切である。 

① 学校 

学校は，すべての児童にとって，安心して生活し，学習できる場でなくてはならない。さ

らに，児童同士及び児童と教職員のよりよい関係づくりを構築できるよう，きめ細かな状況

把握と信頼関係が深まる学校経営を行っていくことが重要である。いじめが発生した場合に

は，いじめを受けた子供の擁護を最優先に行い，心のケアや安心できる場所，状態の確保に

努める。また，いじめた児童や傍観している児童には，いじめを受けた児童の心身の苦痛に

共感し，いじめは許されない行為であることを自覚させる指導と相互の関係回復に努めるこ

とが重要である。 

② 教職員 

教職員は，児童の話に耳を傾け，心に寄り添い，心の奥底にある心情を理解することが重

要である。また，いじめが起こる構造について理解を深め，いじめを起こさない集団づくり

やいじめを敏感に気付くための研修等に積極的に取り組むことが必要である。 

そして，教職員間の意思疎通や情報共有を図り，一部の教員任せにすることなく，全職員

による組織で取り組む体制づくりが重要である。 

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーがその職務の専門性を生か   

し，児童が安心してその支援を受けられるようにすることも大切である。 

③ 児童 

児童一人一人が「いじめは人間として絶対に許されない」ことを心から理解するとともに，

いじめを傍観している者も，いじめに関与していることと同じであるという認識をもてるよ

うにする。そして，いじめを自分の問題として捉え，自発的にいじめについて考えていくよ

うにする。 

④ 保護者 

保護者は，いじめに対する正しい認識をもつことが必要である。いじめか否かについては，

いじめられている側の立場になって考える姿勢をもち，子供に適切な教育をすることが求め

られる。学校との意思疎通を図り協力体制を確立しておくことも大切である。 

そして，日頃より子供のＳＯＳをキャッチできるよう，アンテナを高くして，子供の変化

を見逃さないようにすることである。我が子がいじめを受けたときは，子供に寄り添い支え

ること，逆に我が子がいじめに関与したときは，子供が自分の行為と向き合い，安心して事

実を話せる雰囲気づくりをすることが大切である。子供がいじめに関与した事実を話したと

きは，それを謙虚に受け止め，子供と共に悩み考え，行った行為に向き合い，いじめを受け

た子供に心から謝罪しようとする姿勢をもつことが大切である。 

⑤ 地域住民 

地域住民は，自分の子供だけでなく，地域の子供たちにも関心をもち，学校，家庭と協力

しながら地域の子供を見守り，育てる意識をもって対応することが大切である。 

 

 

 

 

 



３ いじめ防止等のために実施する施策 

 (1) 水戸市立見川小学校いじめ防止対策委員会の設置 

① 構成 

学年いじめ防止対策委員会………学年担当（学年主任，学級担任，特別支援担任） 

学校いじめ防止対策委員会………校長，教頭，教務主任，生徒指導主事，学年担当 

拡大いじめ防止対策委員会………通常の委員にスクールカウンセラー 

※ 必要に応じて水戸市総合教育研究所指導主事 

※ 水戸市学校弁護士への相談 

② 委員会の役割 

ア 学校基本方針に基づく取組の実施や，年間計画の作成の際に中核となる。また，学校基

本方針が学校の実情に即しているかどうかを点検し，必要に応じて見直す。 

イ いじめの相談・通報の窓口となる。 

ウ 学年いじめ防止対策委員会及び学校いじめ防止対策委員会を月１回開催する。 

長期欠席状況や生活アンケート・いじめチェックリストの結果等の情報をもとに，いじ

めに関する情報や児童の問題行動に係る情報の共有を行う。 

エ いじめを察知した場合には，情報の迅速な共有，関係ある児童への事実関係の聴取，指

導や支援の体制・対応方針の決定，保護者等との連携等の対応を組織的に実施する。 

 

 (2) いじめの未然防止に向けた取組 

① 学級経営，学年経営の充実 

ア 規律ある生活，よりよい人間関係を基盤とした児童主体の教育の創造 

・よさを認める（加点法）指導 

・児童一人一人を大切にした分かりやすい授業づくり 

イ けんかやふざけあいであっても，背景にある事情の調査を十分に行い，いじめ防止に努

める。 

② 人権教育，道徳教育及び体験活動等の充実を図った取組 

・人権教室の実施 ・道徳教育の充実 ・特別活動の充実 

・ソーシャルスキルトレーニング（ＳＳＴ）の実施 

・異学年交流活動の充実 ・奉仕活動の充実 ・地域との交流活動の充実 

③ いじめ防止に資する児童による自主的な活動の取組 

・あいさつ運動 ・いじめ解決フォーラム 

④ インターネットや携帯電話（ＳＮＳ），オンラインゲーム等を通じて行われるいじめを防

止するための啓発活動の取組 

・携帯電話，インターネット利用の講習会の実施 

⑤ 校内研修等，教職員の資質能力向上を図る取組 

⑥ 家庭教育フォーラム等，家庭教育の向上を図るための取組 

⑦ 様々な事情により支援を必要とする児童に，適切な支援を行うとともに，保護者との連携，

周囲の児童に対する必要な指導を組織的に行う。 

 

 

 

 



 (3) いじめの早期発見に向けた取組 

  ① 全職員による児童の観察，情報交換 

   ・全職員が児童に話しかける機会を増やし，小さな変化を見逃さないようにする。 

   ・職員集会において，生徒指導情報交換の機会を設け，各学年から児童の様子や気になる児

童について話し合う。 

  ② 「生活のアンケート」「いじめチェックリストの活用」の実施 

   ・生活アンケートを実施（偶数月）し，いじめを「受けている」「見たことがある」，生活

が「あまり楽しくない」「楽しくない」と回答した児童に対して，聞き取り，面談を行う。 

・担任が「いじめチェックリスト」を活用し，児童の様子を観察する。当てはまる項目があ

る児童に対して，臨時の教育相談を行う。 

③ ＴＫ式コミュニケーションを高めるワークの実施 

・コミュニケーションの視点から学級状態を診断する。 

・自己表現タイプやストレスを診断するとともに，自己表現に影響を与える要因についても

診断し，コミュニケーション力を高めるための具体的な方法を提示する。 

  ④ チャンス面談の実施 

   ・保健室や相談室への来室時に，養護教諭や生徒指導主事が，いつでも安心して相談できる

ように努める。 

  ⑤ スクールカウンセラーによる面談の実施 

   ・年間に数回設定し，面談の希望をとる。 

  ⑥ 保護者や地域との連携 

   ・保護者と連携して児童の様子を把握するとともに，地域からも情報を得るように努める。 

・年度初めに，保護者に面談希望を確認し，教育相談の時間を設定する。 

・夏休みには，担任が全保護者と面談をする教育相談日を設ける。 

  ⑦ ケース会議の実施 

   ・ミニケース会議を開き，配慮を要する児童への対応について順次確認する。 

   ・緊急で対応が必要な児童については，臨時いじめ防止対策委員会を開催する。  

 

 (4) いじめの事実を発見したとき，いじめの情報を得たとき【被害児童最優先】 

  ① いじめの事実を発見したときは，ただちにいじめをやめさせるとともに，いじめを受けた

児童を保護する。 

  ② いじめを受けた児童，いじめを行った児童，いじめを見た児童への事実確認は，児童の人

権を尊重しながら慎重かつ迅速に行う。組織的に対応し正確な情報を得るとともに情報の共

有に努める。 

  ③ いじめを受けた児童，保護者への支援を最優先に行う。 

  ④ いじめを行った児童への指導及び支援とその保護者への助言に努める。 

  ⑤ 必要に応じて「学校いじめ防止対策委員会」を開き，対策を検討する。 

  ⑥ インターネットや携帯電話（ＳＮＳ）による誹謗中傷については，迅速かつ組織的に事

実把握を行い，直ちに削除等の措置を行うように努める。また，必要に応じて，関係機関

等の協力を求める。 

  ⑦ いじめを受けた児童が安心して学習できる措置を講ずる。 

  ⑧ いじめを行った児童への指導及び支援だけでなく，必要に応じて学級，学年，全校で集会

等を行い，いじめの再発防止に努める。 



  ⑨ 法律に触れるいじめの行為については，警察等との連携を図る。 

 

 (5) いじめの解消について 

 ① 「いじめ解消」の定義 

次のア，イの両方の条件を満たした場合に解消と判断する。 

ア いじめに係る行為が止んでいること 

 ・いじめに係る行為が止んでいる期間，少なくとも３か月を経過した場合 

・被害の重大性からさらに長期の期間が必要な場合は，より長期の期間を設定する。  

イ 被害児童が心身の苦痛を感じていないこと 

 

 (6) 重大事態への対処 

  ① 重大事態の定義 

   ア いじめにより児童の生命，心身または財産に重大な被害が生じた疑いがあると    

認めるとき 

    ・自殺を企図した場合 

    ・身体に重大な傷害を負った場合 

    ・金品等に重大な被害を被った場合 

    ・精神性の疾患を発症した場合    等 

   イ いじめにより児童が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑い    

があると認めるとき 

    ・年間３０日を超える欠席がある場合 

    ・一定期間連続して欠席しているような場合 

   ウ 児童や保護者から，いじめられて重大事態に至ったと申し出があった場合 

  ② 重大事態が発生した場合の対処 

   ア 教育委員会を通じて速やかに市長に報告 

   イ 教育委員会と連携し，調査，問題の解決にあたる。調査は２（1）の「拡大いじめ防止

対策委員会」を母体とし，当該重大事態の性質に応じて適切な専門家を加えた組織で行

う。 

   ウ いじめの事実等について隠蔽せず，説明責任を果たすように努める。 

エ いじめを受けた子供の心のケアや自信を回復するための最大限の努力を行うと    

ともに，いじめに関与した子どもとの関係回復のための取組に努める。 

     

４ その他 

 (1) 取組の評価及び検証 

   学校評価において，いじめの早期発見，再発防止のための取組等について検証し，その結果

を教育委員会及び保護者，地域に報告する。 

 

 (2) 学校基本方針の見直し 

いじめ防止対策推進法・いじめの重大事態の調査に関するガイドライン・茨城県いじめ防止

基本方針・水戸市いじめ防止基本方針を参考に，学校いじめ防止対策委員会を通して，全職

員で，毎年見直しを実施する。 


